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明治16年に宮内省に銘じてこれを勅版として全国の知事以上に配布せしめたのであった。やがて明治18年には 
農商務省から、明治23年には大日本農会からも刊行され、これによって同書は広く読まれるようになった。
（７） 読売新聞平成25年５月23日（朝刊）の記事に「偉人伝から学ぶ生き方」として鳥取大学付属小学校教諭、木原一彰
氏の実践事例が報告されている。木原教諭によれば、既存の教材は「友だちと仲良く」などの結論がわかりやすく、
授業は進めやすいが、反面、児童が深く考えず、教員の意に沿う意見を言いがちな傾向がある、としている。こう
した問題意識のなかで取り上げられた人物教材は、具体的でその人物の生き方、考え方を深く掘り下げるものと 
なっている。これは効果的な事例である。
（８） 「心のノート」は小学校１，２年用が株式会社文渓堂、３，４年用は株式会社学研教育みらい、小学校５，６年用
と中学校用は廣済堂あかつき株式会社から、平成21年度改訂版のものが入手できる。
（９） 「心のノート」批判の書物として、岩川直樹・船橋一男編著『「心のノートの方へは行かない』（2004年、株式会社
シナノ）、小沢牧子・長谷川孝編著『「心のノート」を読み解く』（2003年、かもがわ出版）、三宅晶子『「心のノート」
を考える』（岩波ブックレットNo.595）等がある。
（10） 「小学校道徳　読み物資料集」（平成23年版）、「中学校道徳　読み物資料集」（平成24年版）がある。なお、これら
の冊子については「作成協力者」の氏名が五十音順に明示されているが、「心のノート」には具体的な執筆担当者
の氏名はあげられていない。
（11） 教育基本法（平成18年12月22日法律第120号）第14条は政治教育について、第15条は宗教教育についての明示で
ある。
14条 「良識ある公民としての必要な政治的教養は、教育上尊重されなければならない。２．法律に定める学校は、
特定の政党を支持し、又はこれに反対するための政治教育その他政治活動をしてはならない。」
15条 「宗教に関する寛容の態度、宗教に関する一般的な教養及び宗教の社会生活における地位は、教育上尊重され
なければならない。２．国及び地方公共団体が設置する学校は、特定の宗教のための宗教教育その他の宗教
的活動をしてはならない。」
（受理　平成25年９月13日）
